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●
委
員
長
中
間
報
告
●

　

本
町
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
、
平
成

31
年
の
２
回
に
わ
た
り
無
投

票
と
な
っ
た
こ
と
を
議
会
と

し
て
重
く
受
け
止
め
、
本
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
及
び
専
門

家
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
、

議
会
報
告
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
一
般
会
議
を
通

し
て
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ

き
、
議
員
間
で
の
討
議
も
行

っ
た
。

　

こ
れ
ら
町
民
か
ら
の
意

見
、
議
員
間
に
よ
る
自
由
討

議
を
重
ね
慎
重
に
協
議
を
行

っ
た
結
果
、
本
特
別
委
員
会

の
定
数
に
関
す
る
結
論
に
つ

い
て
は
、
定
数
維
持
、
定
数

削
減
の
２
案
、
削
減
後
の
定

数
は
11
名
、
10
名
の
２
案
と

な
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら

定
数
削
減
の
可
否
、
削
減
後

の
定
数
の
順
で
採
決
に
よ
り

決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
採

決
に
お
い
て
は
、
ま
ず
定
数

を
減
ず
る
案
に
対
し
て
討

論
・
採
決
を
行
い
、
結
果
と

し
て
賛
成
が
７
名
、
反
対
が

３
名
と
な
り
、
定
数
に
つ
い

て
は
減
ず
る
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
後
に
、
削
減
す
る

定
数
に
つ
い
て
１
名
減
の
11

名
と
す
る
案
か
ら
採
決
を
行

い
、
賛
成
５
名
、
反
対
５
名

の
可
否
同
数
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
委
員
長
が
決
定
す
る

こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て

１
名
減
の
11
名
と
す
る
案
が

可
決
と
な
っ
た
。

　

定
数
に
関
し
て
は
以
上
の

よ
う
な
過
程
に
よ
り
結
論
に

至
っ
た
が
、
本
町
の
現
状
及

び
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る

町
の
将
来
像
を
見
据
え
、
定

数
の
削
減
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
る
。

　

な
お
、
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
確

定
さ
れ
る
方
向
性
を
見
出
せ

る
案
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て

調
査
し
て
い
く
。

【委員長】藤本光行【副委員長】友成克司

報酬と定数
に関する
調査特別
委員会

議員定数１減の１１人に決定

◆これまでの委員会の経過◆
開 催 年 度 内　　　　　　容

令和元年度

・６月議会定例会で「栗山町議会議員の報酬と定数に関する調査特別委員会」設置（４回開催）　 
・報酬のあり方、定数のあり方、議員のなり手問題について調査をするため、「報酬と定数を考える小委員会」、
　「なり手問題を考える小委員会」を設置し、調査を行うことを決定
・参考人として、首都大学東京准教授　長野　基氏、山梨学院大学教授　江藤　俊昭氏から意見聴取

令和 2 年度

・報酬と定数を考える小委員会（3 回開催）
・なり手問題を考える小委員会（4 回開催）
・栗山町議会議員の報酬と定数に関する調査特別委員会（1 回開催）
・参考人として、北海道大学名誉教授　神原　勝氏から意見聴取
・各小委員会では、議会モニターから意見聴取

令和 3 年度
・報酬と定数を考える小委員会（1 回開催）
・なり手問題を考える小委員会（2 回開催）
・議員の報酬と定数に関する調査（3 回開催）

令和 4 年度

・R4.4.6　議会モニター会議　（参加人数 12 人）
・R4.4.14 ～ 4.16　議会報告会　3 会場で実施（参加人数 52 人）
・R4.4.27　議員の報酬と定数に関する調査～議会モニター会議・議会報告会まとめ、今後の日程
・R4.5.2 ～ 5.16 パブリックコメント募集
・R4.5.6 ～ 5.13　一般会議（参加人数 54 人）
・栗山町議会議員の報酬と定数に関する調査特別委員会（2 回開催）

くりやまぎかいだより№ 172 2



論

討

くりやまぎかいだより№ 1723

            議員定数を減ずる案

置田議員　１人でも多くの住民に寄り添いながら

議会の運営を進めていく、また、議員も多様な立

場の中で議論を進め、活発な論議をして政策設計

に向かうことを考えると、議員は１人でも多いほ

うがいいのではないか。

　栗山町議会の住民参加ということを重視して活

動することにおいては、12 人は多すぎることも少

なすぎることもないと感じる。

反　対

佐藤則男議員　この先の人口が減少することは確

実であり、自分たちが思っていた以上に急速なス

ピードで進んでいる。その先を見た時に、人口が

9,500 人、8,000 人となることを考えれば、議員

定数は減らしていったほうがいいのではと思う。   

　今、定数削減の時期を逸すると、次の機会に、

次の選挙の時にと、同じような事が起きると思う。

　また、議員定数は 12 名でも 10 名でも多様性

には事欠かないとも思う。

賛　成

削減する定数について
                 １名減の 11 名とする案

土井議員　議員活動として、住民の声を聞くこ

とについて、自分の力では及ばないことがあっ

た。そのような時に、一緒に活動できる議員が

いて欲しいと日々感じていたため、これ以上議

員が少なくなることには反対する。

　定数が１名減で 11 名になっても、協力して

町民の声を集め、それを実行していくことが大

事だと思っている。

賛　成

齊藤議員　時代とともに議会改革を進めるなら

ば、２人減のほうが予算に余裕ができ、いろい

ろと采配を振ることができると判断している。

　また、政策のことや色々先を見通していくと

いうことを議会が求めているのであれば、我々

自身が先を見通していくことが重要になってく

る。きちんとした改革路線を引いて、これを町

民や各関係者にもきちんと訴えるのであれば 10

人という案がいいのではないかということで、

今回出されている 11 人については、私は反対

である。

反　対

結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

可
決 / 〇 〇 〇 〇 ×× 〇 〇 × 〇

結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

可
決 〇 〇 × × 〇 〇〇 × × 〇 ×

※藤本議員は委員長のため、採決に加わっていません。  ※可否同数になったため委員長が決定



【報酬】若い世代のなり手問題との関係では、報酬増は当然である。現状を考えると特定

の職種の人しか、なり手がないのではないか。若い世代の人たちが議員活動のみで生活出

来るような思い切った改革が必要ではないか。

【定数】定員減に賛成。1,000 人に 1 人の目安基準で行くと、来年の選挙時にはそのような

人口になると想像される。議会力の向上を考えると量より質だと思う。なり手問題からす

ると来年選挙時の定数割れの方が心配。

【報酬】議員報酬以外の収入額が分らない。議員月額報酬額の記載はあるが、この他に期末手当などがある

と思う。総額を示すほうが考えやすい。個人的には議員の専門性を高めてもらい、町の発展や町民の利益

に資してもらうならば増額すべきと考える。

【定数】立候補者が定員以下であっても候補者は公約を町民に示し、町民の審査を受ける必要があると思う。

各年代から裁判員制度のような「アシスト議員」（仮称）を選任して議会や議員を支援してはどうか。「ア

シスト議員制度」（案）が発足したら、２名減、そうでなければ現状維持でいいと思う。

【報酬】  道内の町村の平均が 181,734 円で、町のみではもう少し多いと思うが、全国平均では

226,700 円ぐらいであり、全国平均に近づけて 220,000 円ぐらいにあげるべきと思う。

【定数】近隣の長沼町や類似町と比べても多くはないし、人口 1,000 人に 1 人の割合からも栗山

町は妥当である。更に女性議員が 1 人では少ないので、3 ～ 4 人ぐらいになるまで減らすべき

ではないと思う。

【報酬】近隣町よりも栗山町は先進的な議会運営をしているという点で、議員の皆さんの努力

を認めるという意味で、減らさないで頑張ってほしい。町のことを一生懸命考え行動してくれ

る議員さんなら、今の報酬を下げないであげてほしい。

【定数】 むしろ増やしてもいいと思うが、これ以上減らすと議会内での様々な委員会の担当や

話し合いに、多様な意見をすくいあげられなくなる。議員の方達が全員真剣に町政について考

え、町民の声を聴き、議会へ反映させてくれることを望む。

≪定数≫
● これからの人口の推移を見ると、２名減でも構わないかと思う。

● できれば選挙が望ましい。人口 1,000 人に 1 人が基準と言うのであれば、

　 11 人でもいいのかなと。

● １人減らして、その減った分を残りの議員さんの報酬に割り当てるという

　 案に賛成。

● とりあえず今の段階では、現状維持でいい思っている。定数減にして細か

　 いところまで真剣に追及していくことができるのか、そこを心配している。

● 他の町村とも比べても特別多いとも思わないので、現状維持でいいのでは。

● 議員が自分達で決めて、その中でやってもらえればいい。自分たちで考え

　 て決めて、そして町民の評価を得る方がいいのかなと。

● 定数削減には絶対反対する。人口減少したから議員の数も削減するという

　 のは、私はそう思わない。人口が減っても議会の仕事が減るわけではない。
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一　

般　

会　

議

【報酬】安くはない、むしろ高いくらい。議員の月額報酬のみを強調すると安いと見え

るが、期末手当等もある。一般の労働者が、これだけの収入を得るのにどれだけ働く必

要があるかを考えるべき。広報や議会だよりを見ている限り、これだけの報酬を払って

も良いと思える議員は２～３人位。

【定数】多いのか少ないのか解らない。なるほどと思える活動が出来る議員ばかりだと、

半分でも機能は果たせると思う。

【報酬】生活できる報酬が理想であるが、財政難の折、現状でガマンしていた

だきたい。政務活動費を減額して報酬アップにあてる方法も考えては？

【定数】 今ですら議員の活動が見えにくいのに、これ以上減ったら何をしてい

るかわからなくなる。自覚をもって議員活動をしていただきたい。  

【報酬】 議長、副議長と議員さんとの報酬の差を縮めることはできないか。

【定数】町民の代表としての自覚、感性と想像力、主体的で公平性のある判断力な

どが、町民のために働くエネルギーになると信じている。議会内で話し合って決

めることが一番よいと考える。

≪報酬≫
● 本来は兼務という形ではなく、職業の一環として見合う分だけの給料が理想だと思う。

● どうしても報酬が見合わないというのであれば、その都度皆さんの声で、何が足りないのか     

　 ということを明らかにすれば , 報酬増は構わないと思う。ただ、財政難ですので、思うよう  

　 なアップはできないと思う。

● 報酬を上げて、専門知識を高めて、議員としての質を上げて、そしてチェック能力をどんど

　 ん上げて、やっぱり栗山町のために町長と対峙するような形で頑張ってほしい。そういう議

　 員に期待をしている。

● 上げるものは上げて、議員活動は最大限頑張ってもらいたいという一言に尽きる。

● 定数 1 名減でその分報酬を増やすのがいいのではないか。どのぐらいなのかは全然わからな

　 いのですけれども、報酬は上げていって、より良い町にしていってもらいたいなと思う。

● 兼業の人が議員になってもらいたい。議員報酬も現状のままでいいと思う。全道平均と比較

　 すると高いと思う。

くりやまぎかいだより№ 1725

【報酬】先日の議会報告会で、時給換算の質問があったが、議会以外での行動・

活動時間は含まれていないであろう。今後は、自己申告で事務局に報告して、

活動時間を明確にした方が良いと思う。      

議会議員の報酬と定数について」をテーマに一般会議を行い、各団体の方々と意見交換を行いました。
◆令和４年５月６日～ 13 日
◆栗山町ボランティア連絡協議会・栗山消費者協会・栗山商工会議所・（社）栗山青年会議所・

    栗山町議会議友会・各町内会長・各自治会長・そらち南農業協同組合・同女性部・同青年部・ 

    栗山農民協議会

    ※スペースの関係上、要約して掲載しています。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

栗山町議会では「議会議員の報酬と定数について」町民の意見を募集しました。
たくさんの貴重なご意見ありがとうございました。
◆募集期間　令和４年５月２日～令和４年５月１６日
◆意見提出　８件（男性５人、女性３名）※スペースの関係上、要約して掲載しています。



議　会　報　告　会
あなたの声をこれからのまちづくりに！

　例年２～３月に行っていましたが、新型コロナウイルス蔓延により、本年は下記の日程により行い
ました。「議会議員の報酬と定数について」令和３年度の取り組みを報告するとともに、町民の方々と
意見交換を行いました。議会報告会で皆様からいただきましたご意見をご紹介します。
　※スペースの関係上、要約して掲載しています。

　 ◆ 4 月 14 日（木）南部公民館
　◆ 4 月 15 日（金）農村環境改善センター
　◆ 4 月 16 日（土）カルチャープラザ「Eki」
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≪定数について≫
● 定数を減らしたから選挙になるという簡単 
　 なものでもないと思う。
● 定数は、道内の人口規模が同じくらいの町   
　 と比較して考えても現状維持でいいのでは。

● 議会活動だけでなく、町民の話を聞く等活動 
　 はいろいろあるが、１２名では多すぎるのか。
　 定数を減らしても十分に活動できるのかを起
　 点に考えてほしい。
● 定数を減らして報酬を上げることをセットで
　 考えているのであれば違和感がある。議会運            
　 営上、今の定数で多すぎるのかが知りたい。

≪報酬について≫
● 報酬にあうだけのことをやれば、報酬は上
　 げるべき。
● 議員活動に集中できる報酬が必要だと思う  
　 ので、上げてもいいのでは。

 ● 議会が町民の方を向いて一生懸命やって  
　 くれないと、報酬を上げることは町民と 
　 しては納得できないのでは。
● 議員活動以外の仕事をすることで見識が 
　 広がる。議員報酬のみで生活することを
　 考えると厳しいということを理由に報酬 
　 を上げるのはやめて欲しい。

報酬と定数
に関する

委員会
調査特別



５月臨時会議
5 月 17 日

旧継立中学校

くりやまぎかいだより№ 1727

￥
補
正
予
算

人
事
案
件

そ
の
他

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
処
分
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
億
５
，
３
１
６
万
３
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

三
浦
匠
氏
が
令
和
４
年
５

月
17
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
。
後
任
に
橋
場

謙
吾
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
。

任
期
は
令
和
４
年
５
月
18
日

か
ら
令
和
８
年
５
月
17
日
ま

で
の
４
年
間
。

昭
和
44
年
12
月
７
日
生
。

岩
見
沢
農
業
高
校
卒
、
経
営

企
画
課
主
幹
、
総
務
課
長
、

横
断
的
な
政
策
課
題
及
び
政

策
上
の
重
要
案
件
を
担
当
す

る
総
括
職
な
ど
を
歴
任
。

▼
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

橋
場
謙
吾
氏
を
選
任

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
一
部
変

更
　

事
業
内
容
に
「
旧
継
立
中

学
校
改
修
事
業
」
を
追
加

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
（
専
決
処
分
）

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
（
専
決
処

分
）

　　　　橋場副町長
▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
処
分
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
２
９
万
６
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
０
３
億

２
，
７
１
２
万
７
千
円
と
し

た
。
主
な
内
容
は
、
令
和
４

年
３
月
17
日
発
生
の
福
島
県

沖
地
震
で
被
災
し
た
、
本
町

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県

角
田
市
へ
の
支
援
に
係
る
補

正
を
行
っ
た
。

条　

例

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
処
分
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
１
１
万
９
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
８
９
億

７
１
１
万
９
千
円
と
し
た
。

宮
城
県
角
田
市
へ
の
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
の
災
害
支

援
に
係
る
補
正
を
行
っ
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
８
９
億

１
，
２
１
１
万
９
千
円
と
し

た
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
あ
る
小
林
酒
造
酒
蔵
群
13

棟
の
う
ち
、
雪
害
に
よ
り
破

損
し
た
、
な
つ
か
し
ホ
ー
ル

の
屋
根
の
修
繕
に
要
す
る
費

用
の
一
部
補
助
に
係
る
補
正

を
行
っ
た
。

令
和
４
年
度
分

▼
中
央
団
地
５
号
棟
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

８
，
０
８
５
万
円

業
者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
中
央
団
地
駅
前
棟
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額

　
　

９
，
８
９
４
万
５
千
円

業
者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

令
和
３
年
度
分

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
栗
山
町
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
栗
山
町
第
２
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

１
０
８
億
８
，
０
２
９
万
円

と
し
た
。
主
な
内
容
は
、
町

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
確

定
見
込
み
に
よ
る
補
正
を

行
っ
た
。
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6 月 14 日～ 17 日
６月定例会議 

その他の補正予算

北海道介護福祉学校特別会計

事業名 補 正 額

動画製作業務委託料
（「北海道介護福祉学校を軸とした介護人材確保に関する自治体包括連携協定」の取り組み推進のための

プロモーション動画製作）
55 万円

予算を追加した主な事業

一般会計補正予算（令和 4 年度分）￥
1 億 6,682 万円　追加　　令和 4 年度予算総額　90 億 7,894 万円         

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

事     業     名     補 正 額

学校管理費工事請負費
（継立小学校校舎の屋上防水改修工事 ) 3,850 万円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業
（令和３年度の支給済世帯を除き、令和４年度に住民税非課税となった世帯及び家計急変世帯への支援措

置として、１世帯当たり１０万円の給付 )
2,600 万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業
（４回目新型コロナウイルスワクチンの各医療機関でのワクチン接種に係る委託費用）

2,351 万円

塵芥処理費工事請負費 　★質疑あり★
（一般廃棄物最終処分場の浸出水処理施設等改修工事） 995 万円

子育て世帯生活支援特別給付金事業
（ひとり親以外の低所得の子育て世帯に対し、１８歳未満の子ども１人当たり５万円の給付）

695 万円

空き家相談窓口強化事業　★質疑あり★
（地域活性化起業人派遣元企業への負担金） 435 万円

 
町民向け予算説明書更新事業

（予算説明書リニューアルに係る企画・作成支援等業務） 256 万円

男女共同参画推進事業 
（男女共同参画推進基礎調査業務） 176 万円
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齊
藤
議
員　

一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
改
修
工
事
費
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
施
設

か
。

環
境
政
策
課
長　

今
回
の
改

修
工
事
は
新
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
で
あ
り
、
浸
出
排
水

管
路
閉
塞
の
た
め
、
令
和
２

年
度
に
機
能
回
復
の
基
本
計

画
を
策
定
、
そ
の
後
工
事
設

計
を
し
、
令
和
３
年
度
そ
の

計
画
を
元
に
機
能
回
復
対
策

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

工
事
終
了
後
、
機
器
類
の
確

認
を
し
た
と
こ
ろ
、
長
期
間

水
処
理
施
設
が
稼
働
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ポ

ン
プ
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
。
今
後
長
く
使
用
す
る

こ
と
を
考
え
て
今
回
改
修
工

事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
以
降

に
第
２
処
分
場
か
ら
第
３
処

分
場
に
移
行
す
る
予
定
だ

が
、
今
回
は
そ
の
際
に
ス
ム

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に

よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

三
田
議
員　

地
域
活
性
化
起

業
人
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し

い
内
容
は
。

若
者
定
住
推
進
課
長　

地
域

活
性
化
起
業
人
制
度
に
つ
い

て
は
、
総
務
省
の
制
度
で
あ

る
。

　

三
大
都
市
に
所
在
す
る
企

業
の
職
員
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
業
務

に
あ
た
る
。
近
隣
で
は
、
長

質

疑

沼
町
、
安
平
町
、
厚
真
町
な

ど
90
ほ
ど
の
事
例
が
あ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

相
続
等
に
専
門
的
知
識
が
必

要
な
部
分
が
か
な
り
あ
る
た

め
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
て

い
る
企
業
と
連
携
し
流
通
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
担
当
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
町
内

関
係
事
業
者
と
の
連
携
強
化

を
こ
の
事
業
を
通
じ
て
検
討

す
る
。

意
見
書

【
要
旨
】  

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森

林
面
積
の
お
よ
そ
４
分
の
１

を
占
め
、
国
土
保
全
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供

給
等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
全
国
一
の
森
林
資

源
を
有
す
る
北
海
道
に
お

い
て
本
町
と
道
が
連
携
し

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
と
す
る
国
の
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
伐
採
後
の
着
実

な
植
林
に
よ
る
森
林
の
若
返

り
や
長
期
間
炭
素
を
固
定
す

る
木
材
利
用
の
促
進
、
化
石

燃
料
の
代
替
と
な
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
促
進
な
ど
森
林
吸
収
源

対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
道
の
森
林
を
将
来
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り

や
防
災
・
減
災
対
策
を
さ
ら

に
進
め
、
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成

長
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
施

策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
適
切
な
間
伐
と
伐
採
後

の
着
実
な
植
林
の
推
進
に
必

要
な
森
林
整
備
事
業
予
算

や
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
に
必
要
な
治
山
事
業
予
算

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、

木
材
生
産
・
流
通
体
制
の
強

化
、
道
産
木
材
の
需
要
拡

大
、
森
林
づ
く
り
を
担
う
人

材
の
育
成
・
確
保
な
ど
に
必

要
な
支
援
を
充
実
・
強
化
す

る
こ
と
。

賛
否
の
公
表

6 月定例会議
賛否の公表ＱＲ

議　件　名
結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

鵜

川

栗山町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条
例（栗山町議会議員の報酬と定数に関する調査特別委員会
審査中間報告）

可
決 〇 〇 〇 × 〇 〇〇 〇 × 〇 × /

※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６項に「議会は、
重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して
町民の評価が的確になされるよう情報提供に努めるものとする」と定められてい
ます。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説

ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
準

備
工
事
を
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。



▼
栗
山
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
町

長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の

給
料
の
額
並
び
に
特
別
職
報

酬
等
の
額
の
改
定
に
つ
い
て

審
議
す
る
附
属
機
関
と
し
て

設
置
す
る
も
の
で
、
今
年

度
、
そ
れ
ら
改
訂
に
つ
い
て

検
討
協
議
を
行
う
こ
と
か

ら
、
新
た
に
条
例
を
定
め

る
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

委
員
報
酬
に
関
す
る
規
定
の

追
加
、
並
び
に
、
各
選
挙
執

行
時
の
期
日
前
投
票
に
お
い

て
、
そ
の
投
票
管
理
者
及
び

立
会
人
の
交
替
勤
務
を
可
能

と
す
る
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
。

▼
栗
山
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
る
関

係
規
定
の
改
正
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
」
に
基
づ
き
実
施
し
た
減

免
制
度
が
令
和
４
年
度
も
継

続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
関

係
規
定
を
改
め
る
。

条　

例

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
減
免

令
和
４
年
度
も
継
続

くりやまぎかいだより№ 172 10

所管事務調査

解説

　町から提案された予算案や条例案などの議案を審議するのとは違い、条例
の立案や町での政策提言などの政策形成等を目的に、常任委員会が自主的に
所管する事務について行う調査です。

「所管事務調査」とは？

所管委員会 調    査    事    項 

総務教育常任委員会
● 北海道介護福祉学校経営改善計画の進捗状況について
● 教育施設に関わる今後の方向性について
● 出納室の業務について

産業福祉常任委員会
● ごみ処理の現状と新焼却施設の稼働に向けたごみ処理のあり方について
● 栗山町ケアラー支援推進計画の進捗状況について

広報広聴常任委員会
● 議会広聴機能と政策形成サイクルの確立について
● 議会広報・広聴の実施について
● くりやま議会だよりの発行について

議会運営委員会 ● 次期議会の会期日程等、議会運営に関する事項について

令和４年度は以下のとおり所管事務調査を行う予定です。

調査結果については、議会だよりで報告いたします。



町政の
ここが聞きたい

６議員が一般質問

6 月定例会議
録画配信 QR

鈴木千逸 議員
Ｑ１. SNS での誹謗・中傷への対策は　 Ａ．引き続き、意識啓発を図る

千葉清己 議員
Ｑ１. 自治体 DX の推進は　Ａ．財政計画と整合性を図り、議論する

Ｑ１.  ヤングケアラーの実態把握は　Ａ．本町独自の調査に取り組む　 　
Ｑ 2.  栗山町の魅力を発見する取り組みを　Ａ．秋から開催予定

土井道子 議員

佐藤則男 議員
Ｑ１.  臨時交付金による早急な対策を　Ａ．機動的に実施していく
Ｑ２.  町営バスの利便性の向上を　Ａ．見直しを検討中

くりやまぎかいだより№ 17211

佐藤功 議員

Ｑ１.  FM コミュニティ放送局　Ａ．防災ラジオを全世帯に無料配布

齊藤義崇 議員

Ｑ１. 一貫教育のモデル構想は　Ａ．福祉のまち栗山らしい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人材育成を進める
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に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
掲

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

⑤
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
か
か
る
経

費
を
来
年
か
ら
始
ま
る
第
５

次
行
財
政
改
革
に
明
確
に
示

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

⑥
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
を
全

国
で
募
集
す
る
と
報
道
が
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

議
員　

総
務
省
は
令
和
２
年

12
月
に
「
自
治
体
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
計
画
」

を
公
表
し
、
国
際
競
争
力
の

強
化
、
国
民
の
利
便
性
向

上
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
へ
の
対
応
が
重
要
と
し

て
、
令
和
３
年
７
月
に
「
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
手
順
書
」
を

発
表
し
た
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
「
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で

き
る
社
会
～
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ

タ
ル
化
～
」
の
た
め
に
必
須

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
栗
山
町
で
の
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
問
う
。

①
全
体
方
針
は
。

②
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
部
門
の
設

置
に
つ
い
て
外
部
人
材
の
登

用
も
含
め
て
問
う
。

③
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
つ
い
て
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
問
う
。

④
第
７
次
総
合
計
画
に
明
確

千葉清己 議員

デ
ジ
タ
ル
化

Ａ：財政計画と整合性図り、議論する

                  

「自治体 DX 推進手順書」

  Ｑ：自治体ＤＸの推進は

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

町
長　

①
本
町
に
お
い
て

も
、
庁
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
検

討
委
員
会
を
設
け
、
全
庁
的

な
推
進
体
制
を
構
築
し
、「
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目

指
し
た
取
り
組
み
も
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
情
報
部
門
は
総
務
課
が
担

当
し
て
お
り
、
担
当
職
員
を

増
員
す
る
他
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
へ
の
外
部
委
託
に
よ
る
、

専
門
的
知
見
か
ら
の
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
全
体
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国

の
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

を
活
用
し
た
企
業
人
材
の
派

遣
受
入
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

③
今
後
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の

デ
ー
タ
点
検
・
修
正
を
行

い
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
新

シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
移
行

を
完
了
す
る
。
国
の
補
助
制

度
も
活
用
し
、
計
画
的
に
進

め
る
。

④
第
７
次
総
合
計
画
に
お
い

て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
重
要
施

策
の
１
つ
に
掲
げ
、
計
画
事

業
と
し
て
位
置
付
け
る
。

⑤
第
７
次
総
合
計
画
の
中
で

明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
第

５
次
行
財
政
改
革
に
お
け
る

改
革
項
目
と
し
て
も
検
討
し

て
い
る
。

⑥
引
き
続
き
情
報
収
集
を
行

い
、
人
材
を
有
効
活
用
し
た

事
業
展
開
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。
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議
員　

政
府
が
４
月
に
発
表

し
た
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急

対
策
」
で
は
、
自
治
体
の

事
業
を
国
が
財
政
支
援
す

る
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
拡
充
し
、
１
兆
円
の

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」

の
創
設
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ

は
、
各
自
治
体
の
判
断
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
年
度
の

Ａ：機動的に実施していく

物
価
高
騰

Ｑ：臨時交付金による早急な対策を

町
政
執
行
方
針
の
中
に
も
、

直
面
す
る
原
油
高
騰
・
物
価

高
騰
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、

早
急
に
実
施
を
す
る
と
あ

る
。
ど
の
様
な
緩
和
策
を
講

じ
る
の
か
町
長
に
伺
う
。

佐藤則男 議員

 

Ｑ
：
利
便
性
の
向
上
を

町営バス

Ａ
：
見
直
し
を
検
討
中

議
員　

本
年
度
の
町
政
執
行

方
針
に
お
い
て
、「
快
適
で

や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
の
中
に
、
町
営
バ
ス
の

利
便
性
向
上
と
運
行
の
効
率

化
に
向
け
た
見
直
し
の
検
討

を
進
め
る
と
あ
る
。

町
長　

町
で
は
令
和
元
年

に
、
約
５
，
０
０
０
人
の
町

民
を
対
象
に
「
栗
山
町
の

バ
ス
交
通
に
関
す
る
ア
ン 町民にとって欠かせない移動手段となっている

町
長　

今
般
の
原
油
価
格
及

び
物
価
高
騰
に
関
し
て
、
直

面
す
る
喫
緊
の
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
影
響
緩
和
に
向
け
た

追
加
対
策
を
機
動
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。
追
加
対
策

の
具
体
的
な
内
容
は
、
感
染

症
の
長
期
化
や
原
油
価
格
等

の
高
騰
に
よ
り
経
済
的
に
厳

し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

事
業
者
へ
の
支
援
、
福
祉
施

設
や
医
療
機
関
な
ど
を
対
象

と
し
た
福
祉
施
設
等
緊
急
対

策
支
援
事
業
、
ま
た
、
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
製
造

事
業
者
、
運
送
事
業
者
、
宿

泊
事
業
者
を
対
象
と
し
た
各

支
援
金
給
付
事
業
、
さ
ら

に
、
農
業
者
や
農
業
法
人
を

対
象
と
し
た
原
油
価
格
・
肥

料
高
騰
等
対
応
農
業
経
営
緊

急
支
援
事
業
、
ま
た
、
日
常

生
活
に
影
響
を
受
け
て
い
る

町
民
の
生
活
支
援
と
し
て
、

く
り
や
ま
生
活
応
援
券
発
行

事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、

事
業
規
模
と
し
て
は
、
約

１
億
１
千
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
今
般
の
交
付
金

を
活
用
し
た
対
応
を
含
め
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済

活
動
の
回
復
を
確
か
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
考
え
て
い

る
。

　

ど
の
様
に
見
直
し
を
検
討

す
る
の
か
町
長
に
伺
う
。

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
バ
ス
の

便
数
の
増
、
運
行
ル
ー
ト

の
延
伸
や
見
直
し
、
休
日

の
運
行
や
イ
ベ
ン
ト
時
に

お
け
る
臨
時
便
の
運
行
な

ど
に
つ
い
て
、
数
多
く
の

意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
本
年
度
中

に
、
見
直
し
内
容
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

　

見
直
し
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
内
部
検
討
会

議
に
お
い
て
横
断
的
に
協

議
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

見
直
し
案
が
固
ま
り
し
だ

い
、
議
会
並
び
に
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
た

い
。

　

そ
の
後
、
町
民
の
生
活

に
必
要
な
交
通
手
段
の
確

保
な
ど
を
協
議
す
る
「
栗

山
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
」
で
の
審
議
を

経
て
、
来
年
６
月
を
目
途

に
見
直
し
後
の
運
行
を
開

始
し
た
い
。
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佐藤功 議員
町
長　

①
開
局
に
向
け
た
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
採
用
し
、
昨
年
12
月

か
ら
、「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」、「
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」、

「
遊
歩
道
の
駅
つ
ぎ
た
て
」

を
会
場
に
ラ
ジ
オ
の
魅
力
、

情
報
伝
達

Ａ：防災ラジオを全世帯に無償配布

  Ｑ：FM コミュニティ放送局                   

コミュニティ放送局が開設される工事中の「くりふと」

議
員　

栗
山
駅
南
交
流
拠
点

施
設
（
く
り
ふ
と
）
が
令
和

５
年
１
月
に
開
設
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
令
和
６

年
３
月
放
送
開
始
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
町
民
に
と
っ

て
生
活
情
報
や
観
光
情
報
、

災
害
情
報
な
ど
を
発
信
す
る

部
署
と
し
て
期
待
と
関
心
が

高
い
重
要
な
施
設
で
あ
る
。  

　

そ
こ
で
、
次
の
点
を
町
長

に
伺
う
。

①
開
局
に
向
け
た
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

②
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ

オ
の
65
歳
以
上
世
帯
へ
の
無

償
配
布
に
つ
い
て
。

③
町
民
参
加
型
Ｆ
Ｍ
放
送
に

対
す
る
町
民
の
関
わ
り
方
や

協
力
に
つ
い
て
。

面
白
さ
を
伝
え
る
公
開
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
き
た
。

　

現
在
は
開
局
準
備
委
員
の

人
選
、
定
款
作
成
な
ど
、
本

年
７
月
に
向
け
た
運
営
法
人

設
立
を
準
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
３
月
の

開
局
を
目
指
し
、
事
業
計
画

の
策
定
や
、
免
許
申
請
・
取

得
、
周
波
数
の
決
定
、
試
験

電
波
放
送
等
を
予
定
し
て
い

る
。

②
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ

オ
の
65
歳
以
上
世
帯
へ
の
無

償
配
布
に
つ
い
て
は
、
当
初

は
65
歳
以
上
世
帯
に
災
害
時

に
自
動
起
動
す
る
防
災
ラ
ジ

オ
を
無
償
配
布
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
全
町
民
に
災
害

情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
事

が
重
要
だ
と
判
断
し
、
全
世

帯
へ
無
償
配
布
す
る
こ
と
と

し
た
。
配
布
時
期
は
来
年
10

月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

③
放
送
局
の
開
局
に
向
け

て
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
や
ラ
ジ
オ
の
魅

力
、
面
白
さ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
機
会
を
作
っ
て
い

く
。

　

開
局
後
は
、
番
組
を
聴
き

な
が
ら
参
加
・
応
援
す
る「
聴

衆
者
（
リ
ス
ナ
ー
）」
を
は

じ
め
、
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

登
録
、
ラ
ジ
オ
番
組
出
演
、

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
協
力
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
・
方
法
で
運
営

を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
々
を
募
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
円
山
、
南
角
田
地

区
の
一
部
に
電
波
の
届
き
づ

ら
い
地
区
が
あ
る
事
が
判
明

し
た
の
で
、
中
継
局
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
た
。
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学
校
教
育

Ａ：福祉のまち栗山らしい人材育成　

                  

議
員　

令
和
４
年
度
町
政
執

行
方
針
に
は
、「
人
々
が
輝

く
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
と
あ

り
、
今
後
の
町
長
の
公
約
で

あ
る
教
育
政
策
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
行

に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
、
最
大
の
難
関

で
あ
り
課
題
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

　

学
校
教
育
施
設
の
個
別
施

設
計
画
で
は
令
和
16
年
度
ま

で
の
長
寿
命
化
計
画
が
立
て

ら
れ
、
約
10
億
円
の
修
繕
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実

的
で
あ
る
の
か
疑
問
点
も
多

い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏

ま
え
て
、
教
育
長
に
今
後
の

栗
山
町
の
学
校
教
育
に
つ
い

て
、
以
下
の
３
点
を
伺
う
。

①
児
童
数
が
減
少
し
て
も
、

必
要
な
予
算
と
教
職
員
の
確

保
、
多
様
な
教
育
の
継
続
は

可
能
な
の
か
。

②
平
成
29
年
と
令
和
３
年
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
整
合
性
と
、
個
別
施
設
計

画
は
こ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
る

の
か
。

③
幼
・
保
・
小
・
中
一
貫
教

育
、
栗
山
高
校
と
介
護
福
祉

学
校
の
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル

構
想
と
予
算
規
模
は
。

教
育
長　

①
各
学
校
の
現
状

に
応
じ
、
適
切
な
予
算
確
保

に
努
め
る
一
方
、
人
口
減
に

よ
り
複
式
学
級
が
増
加
す
れ

ば
、
教
職
員
の
確
保
に
影
響

が
出
て
、
多
様
な
教
育
を
継

続
す
る
こ
と
へ
の
支
障
が
危

惧
さ
れ
る
。
特
に
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
方
向
性

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

②
３
つ
の
小
学
校
に
つ
い
て

は
３
校
舎
等
の
長
寿
命
化
を

図
る
。
そ
の
他
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
及
び
学
校

施
設
個
別
施
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
第
７
次
総
合
計
画
の

期
間
内
に
お
い
て
検
討
を
予

定
し
て
い
る
。

　

施
設
の
改
修
等
に
関
し
て

は
、
必
要
性
や
緊
急
性
等
に

つ
い
て
各
学
校
や
関
係
課
等

と
協
議
し
、
対
応
す
る
。

③
地
域
一
体
と
な
っ
て
、

幼
・
保
・
小
・
中
に
お
け
る

学
び
と
育
ち
の
連
続
性
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
「
栗
山
町
幼
・
保
・

小
連
携
推
進
会
議
」
を
実
施

し
、
相
互
理
解
及
び
適
切
な

情
報
交
換
を
進
め
、
分
散
型

で
の
幼
・
保
・
小
・
中
一
貫

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を

目
指
す
。

　
「
高
・
専
一
貫
教
育
モ
デ

ル
の
構
想
」
に
つ
い
て
は
、

高
校
１
・
２
年
次
で
は
、
本

町
の
高
齢
化
の
実
態
と
課
題

解
決
方
法
に
関
す
る
学
習
を

実
施
し
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
の
修
了
を
目
指
し
、
介

護
福
祉
学
校
へ
の
進
学
、
ま

た
は
町
内
介
護
事
業
所
等
へ

の
就
職
の
動
機
付
け
を
図

る
。

　

ま
た
、
介
護
福
祉
学
校
で

は
介
護
福
祉
に
関
す
る
基
準

科
目
に
加
え
、
地
域
活
動
研

究
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
講

座
で
の
学
び
を
通
し
、
介
護

事
業
所
な
ど
か
ら
求
め
ら
れ

る
介
護
人
材
の
育
成
を
行

う
。
高
・
専
５
年
間
に
わ
た

る
教
育
活
動
に
お
い
て
、
地

域
づ
く
り
に
関
与
で
き
る
能

力
を
持
っ
た
次
世
代
の
人
材

づ
く
り
を
目
指
す
。

　

今
後
も
、
小
・
中
学
校
、

介
護
福
祉
学
校
、
栗
山
高

校
、
町
教
育
委
員
会
や
関
係

課
所
及
び
企
業
、
団
体
が
協

働
・
連
携
し
、
福
祉
の
ま
ち

栗
山
ら
し
い
、
ま
た
、
栗
山

齊藤義崇 議員

  Ｑ：一貫教育のモデル構想は

入学児童の減少は深刻な問題となっている

だ
か
ら
で
き
る
人
材
育
成
を

進
め
る
。
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町
長　

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
個
々
の
尊
厳
や
人
権
の

保
護
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の

十
分
な
能
力
の
発
揮
、
健
全

な
職
場
環
境
の
維
持
に
資
す

る
も
の
と
し
て
、
昨
今
、
そ

れ
ら
行
為
の
抑
止
等
に
向
け

た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

本
町
で
は
、
本
年
４
月
に

施
行
し
た
栗
山
町
職
員
倫
理

条
例
に
お
い
て
、
基
本
的
な

倫
理
原
則
を
定
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
昨
年
度
よ
り
、
内

部
統
制
の
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
職
員
倫
理
条
例
の
制
定

を
は
じ
め
職
員
に
よ
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
本
町
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
指
針
の

柱
の
一
つ
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
根
絶
」
を
掲
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

本
町
の
現
在
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
昨
年
11
月
に
、

職
員
向
け
啓
発
資
料
と
し
て

作
成
し
た　
「
栗
山
町
職
員

議
員　

４
月
１
日
か
ら
栗
山

町
職
員
倫
理
条
例
が
施
行
さ

れ
た
。
昨
年
露
見
し
た
非
違

行
為
に
端
を
発
し
、
役
場
組

織
内
の
引
き
締
め
を
図
る
目

的
と
し
て
は
、
一
定
の
効
果

が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
に
関
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
本
条
例
の
中
に
は
、
個

別
詳
細
な
文
言
が
な
く
、
第

３
条
職
員
倫
理
原
則
が
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
関
す
る

戒
め
を
包
含
し
て
い
る
も
の

と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
組
織
の
内
・
外
で
の
、

権
限
・
立
場
を
利
用
し
た
直

接
的
な
も
の
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
・
中
傷
な
ど

の
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
瞬

時
に
不
特
定
多
数
に
拡
散

し
、
多
く
の
方
に
閲
覧
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
も
の
も
あ

る
。
職
員
が
加
害
者
・
被
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

栗山町職員は公務員としての自覚ある言動を求められる

Ａ：引き続き、意識啓発を図る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 Ｑ：SNS での誹謗・中傷への対策は                   

鈴木千逸 議員

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ブ
ッ

ク
」
の
中
で
、
国
が
そ
の
対

策
強
化
を
図
っ
て
い
る
「
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、

「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
及
び
「
妊
娠
、出
産
、

育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
３
点
に
係

る
考
え
方
や
事
例
を
示
し
、

意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
に
関
す
る
相

の
か
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

談
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

を
窓
口
と
し
て
対
応
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
・
中
傷

な
ど
、
近
年
、
新
た
に
言
わ

れ
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
職

員
コ
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ブ
ッ
ク

を
一
部
改
訂
し
、
情
報
の
拡

散
力
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
へ

の
理
解
、
ま
た
、
信
用
失
墜

行
為
の
防
止
、
そ
の
他
私
的

利
用
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
掲

載
し
、
そ
の
適
切
な
利
用
に

向
け
た
周
知
を
図
っ
て
い

る
。

　

今
後
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
の
防
止
等
に
向
け
て
、
ま

た
、
職
員
が
持
て
る
能
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
勤
務
環
境

の
保
持
の
観
点
か
ら
も
、
引

き
続
き
、
意
識
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
併
せ
て
、
地

域
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
観
点
な
ど
か
ら
、
そ

の
内
容
の
理
解
に
向
け
た
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。



                  

Ａ：本町独自の調査に取り組む

ケ
ア
ラ
ー
支
援

議
員　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
に
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
配
慮
等
が
必
要
で
あ

る
と
想
定
す
る
。
ケ
ア
ラ
ー

に
寄
り
添
う
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
充
実
さ
せ
、
支
援
に
結

び
つ
く
た
め
の
調
査
に
つ
い

て
、
町
長
に
伺
う
。

①
調
査
対
象
と
年
齢
層
は
。

②
調
査
項
目
と
回
収
方
法
に

つ
い
て
。

③
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
。

④
調
査
結
果
の
公
表
時
期
と

公
表
の
手
法
は
。

⑤
調
査
結
果
に
基
づ
く
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
実
施
時

期
は
い
つ
頃
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

くりやまぎかいだより№ 17217

町
長　

様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

方
が
多
く
い
る
が
、「
家
庭

の
状
況
を
知
ら
れ
た
く
な

い
」
等
の
理
由
か
ら
表
面
化

し
づ
ら
い
。
本
町
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
把
握

し
、
適
切
な
支
援
に
繋
げ
る

た
め
、
本
年
度
、
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
調
査
を
行

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

土井道子 議員

う
。

①
～
④
今
後
開
催
予
定
の

「
栗
山
町
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推

進
会
議
」
に
教
育
委
員
会
関

係
者
を
加
え
、
本
町
独
自
の

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
あ
る
。

⑤
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
新
た
な
対
応
を
要
す

る
課
題
等
が
出
た
場
合
は
、

適
切
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。
今
後
も
ケ
ア
ラ
ー
支
援

条
例
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
推

進
し
て
い
く
。

Ｑ：ヤングケアラーの実態把握は

議
員　

栗
山
町
史
第
３
巻
が

発
行
さ
れ
、
足
か
け
６
年
に

及
ぶ
栗
山
の
歴
史
を
辿
っ
た

大
作
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
の
記
憶
、
記
録

を
ぜ
ひ
町
民
同
士
が
集
ま
っ

て
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学

び
、
栗
山
町
の
魅
力
を
発
見

す
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

年
間
を
通
し
て
数
回
以
上
開

催
で
き
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と

を
さ
ら
に
深
く
認
識
で
き
る

よ
う
取
り
掛
か
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

栗山町史 

Ｑ
：
魅
力
を
発
見
す
る

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を

　

Ａ
：
秋
か
ら
開
催
予
定

教
育
長　

町
史
編
さ
ん
委
員

で
あ
る
阿
部
氏
の
ご
提
言
も

踏
ま
え
、
現
在
、
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年
度
、

「
栗
山
の
歴
史
を
学
び
、
栗

山
町
の
魅
力
や
郷
土
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
次

代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
」
を

目
的
と
し
た
町
民
講
座
、（
仮

称
）「
ふ
る
さ
と
栗
山
大
学
」

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各

編
さ
ん
委
員
の
皆
様
に
講
師

を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ

り
、
ま
た
、
町
史
資
料
調
査

室
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
秋
か
ら
４
回
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る

栗山町史第３巻



９月定例会議の開会日

月　　 日～９ ６
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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み
ん
な
集
合
し
て
、　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

元
気
な
笑
顔
を
パ
チ
リ
♪

　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

佐
藤　

則
男　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
場
所
：
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
）

　

　

　私は小樽生まれですが１歳より栗山町で育ち、一時離れま
したが、今は栗山町に戻って来て家族３人で住んでいます。
仕事の関係もあり、議会・役場職員・商工関係・農業関係・
医療関係・教育関係など様々な方とお会いする機会があり
ます。また、長男が 3 年前にサッカー少年団「くりやま FC」
に入団したので監督・コーチの皆さんや子供達と出会いまし
た。監督・コーチの皆さんはボランティアで少年団の子供達
にサッカーを教えています。その姿に感銘を受け、子供達の
サポートがしたくて今年から「くりやま FC アシスタントコー
チ」として活動を始めました。幼少期から育てて頂いた栗山
町にスポーツを通じて少しでも恩返しがしたいからです。く
りやま FC の親御さん・子供達とサッカーを通じて新たな出
会いと子供たちの成長が今の楽しみです。
　栗山町には、様々な分野でボランティア活動をする方々と
の出会いや感動があります。「全ての出会い」が自分を成長
させてくれる事に感謝します。
　最後に PR ですが、素晴らしい監督・コーチ陣がいる「く
りやま FC」へお子さんを預けてみませんか？選手を随時募
集しています。Ｅメールアドレス：kuriyamafc@gmail.com

ホームページ QR

9 月 ２日（金） 議会運営委員会
9 月 ６日（火） ９月定例会議
9 月 12 日（月） 決算審査特別委員会

   ※全て 9 時 30 分開会予定です

中田　欽三さん（松風２丁目）

「全ての出会いに感謝」
　なかた　きんぞう


